
様式５

意　見　の　概　要

・見守り隊に参加する人の年齢が高齢化している。学校でも協
力をあおぎ隊が地域の方と会う機会が減っている。
・今年はコロナが５類になったことで地域等で行事が始まる。
子どもも地域に出てくることも多くなるので見守り活動の充実
は大切である。
・区長さんを通じて行事の確認等を行うとよい。自治会の活用
という選択肢もあるのではないか。
・他校の「地域とのつながりモデル」を市の中で共有できるとよ
いのでは。
・地域に知らせるために手紙の回覧や告知方法の検討。
・現役の人にも声をかけていく。PTAと協力できるとよい。
・出かける際に何かを持つことでも見守りになる。

・児童の気持ちの変化によるもよので、元気だけでなくいろいろ
な挨拶の仕方がある。
・本日校内を歩いている時にもたくさんの児童があいさつ
・学校としては強制的にではなく自主的にできるようになってほ
しい。
・中学校では、挨拶の大切さを教えている。他の方から割とで
きている方であると感じている。
・コロナで顔が見えなかったりしたが、大人のほうから元気な挨
拶をし続けていくことが子どもが自然とできるようになるのでは
ないか。

会　　議　　録
坂戸市立千代田小学校　第１回学校運営協議会

令和５年5月９日（火）
（開会）　　１３：３０　　　　（閉会）　　１５：００

坂戸市立千代田小学校　校長室

学校経営方針（学校グランドデザイン）
坂戸市コミュニティースクール「学校運営協議会運営の手引き」

会議の名称

開催日時

開催場所

出席者氏名（委員）

欠席者氏名（委員）

議　　題

配　布　資　料

協　議　結　果

〇会長・副会長の選出

〇学校経営方針の承認
満場一致で承認

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

なし

（１）会長・副会長の選出
（２）学校経営の基本方針の承認
（３）協議①見守り隊の充実②あいさつのできる子の育成③その他

あいさつのできる子の育成について
は大人が率先して行っていく。

見守り体制の拡充が必要である。地
域として学校のためにできることを
考え、実践していく。さらに小中連携
にもつなげていく。


